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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　立体ディスプレイで用いるのに適した画像データを生成する方法であって，
　２Ｄディスプレイ上のピクセルと立体ディスプレイの開口部を組み合わせるために，３
Ｄシーンの複数のサンプルを取得するステップを含み，
　特定の開口部に対する全てのサンプルの投影線は，前記開口部と実質的に同一の点を通
過する
　方法。
 
【請求項２】
　一次元だけで視差を表示するように設計された立体ディスプレイで用いるのに適した画
像データを生成する方法であって，
　前記立体ディスプレイの開口部は，スリットであり，
　２Ｄディスプレイ上のピクセルと立体ディスプレイの開口部を組み合わせるために，３
Ｄシーンの複数のサンプルを取得するステップを含み，
　特定の開口部に対する全てのサンプルの投影線は，実質的に，前記開口部の中心線を通
過し，
　前記開口部の中心線は，前記開口部の長軸に整列されている
　方法
 
【請求項３】
　前記全てのサンプルの投影線は，実質的に，視野線を通過する
　請求項２に記載の方法。
 
【請求項４】
　前記特定の開口部に対する全てのサンプルの投影線は，実質的に，ピクセルの同一点を
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通過する
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の方法。
 
【請求項５】
　前記複数のサンプルは，実質的に，均等に分配される
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の方法。
 
【請求項６】
　前記特定の開口部に対する複数のサンプルは，ディスプレイ面又は視野面のうち，少な
くとも一つに均等に分配される
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の方法。
 
【請求項７】
　前記特定のピクセルに対する複数のサンプルは，シャッター面又は視野面のうち，少な
くとも一つに均等に分配される
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の方法。
 
【請求項８】
　前記複数のサンプルは，前記開口部の幅が実際の開口部の幅より狭いと仮定することに
より得られる
　上記請求項のいずれかに記載の方法。
 
【請求項９】
　各サンプルは，中心サンプルを含み，
　前記各中心サンプルは，前記開口部の中心を通過する投影中心線に沿って取得される
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の方法
 
【請求項１０】
　前記各サンプルは，複数の非中心サンプルの平均値を含み，
　前記非中心サンプルは，前記開口部の中心を通過する投影中心線の周囲に分配される
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の方法
 
【請求項１１】
　前記各サンプルは，中心サンプルと複数の非中心サンプルの平均値を含み，
　前記各中心サンプルは，前記開口部の中心を通過する投影中心線に沿って取得され，
　前記非中心サンプルは，前記投影中心線の周囲に分配される
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の方法。
 
【請求項１２】
　前記各非中心サンプルは，垂直方向又は水平方向のうち，少なくともいずれか一つの前
記投影中心線からオフセットされる
　請求項１０又は請求項１１に記載の方法
 
【請求項１３】
　前記非中心サンプルは，前記投影中心線の周囲に均等に分配される，
　請求項１０，請求項１１又は請求項１２に記載の方法。
 
【請求項１４】
　前記非中心サンプルは，確率的ジッタリングによって分配される
　請求項１０，請求項１１又は請求項１２に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記平均値は，加重平均値である
　請求項１０から請求項１４のいずれかに記載の方法。
 
【請求項１６】
　前記投影線が前記開口部の中心点又は線及び２Ｄディスプレイのピクセルの中心の両方
を通過するように，一のサンプルが取得される
　請求項１から請求項１５のいずれかに記載の方法。
 
【請求項１７】
　前記投影線が前記開口部の中心点又は線及び２Ｄディスプレイのピクセルのいずれかの
点の両方を通過するように，一のサンプル又は非中心サンプルが取得される
　請求項１から請求項１６のいずれかに記載の方法。
 
【請求項１８】
　前記投影線が前記開口部の中心を通過するように，各サンプルが取得される
　請求項１から請求項１７のいずれかに記載の方法。
 
【請求項１９】
　前記投影線が前記開口部の中心からオフセットされた開口部の点又は線を通過するよう
に，各サンプルが取得される
　請求項１から請求項１８のいずれかに記載の方法。
 
【請求項２０】
　前記開口部の中心からオフセットされる開口部の点又は線は，少なくとも仮想開口部の
縁又は隣接する仮想開口部の中間点のうちの一つである
　請求項１９に記載の方法。
 
【請求項２１】
　請求項１から請求項２０のいずれかに記載の方法を実行するために設計された，立体デ
ィスプレイ装置。
 
【請求項２２】
　請求項１から請求項２０のいずれかに記載の方法を実行するために設計された，立体デ
ィスプレイを有するコンピュータシステムで用いられるグラフィックス処理装置。
 
【請求項２３】
　請求項１から請求項２０のいずれかに記載の方法を実行するために設計された，立体デ
ィスプレイで用いられるグラフィックス処理装置。
 
【請求項２４】
　請求項１から請求項２０のいずれかに記載の方法を実行するための，コンピュータで読
み取り可能な媒体に格納されたコードを含むコンピュータプログラム製品。
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